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茨城県総合リハビリテーションケア学会誌　第 33 巻

大 会 長 挨 拶

第 28 回　茨城県総合リハビリテーションケア学会学術集会

大会長　中島　貞子
（公益社団法人　茨城県看護協会　会長）

本学術集会は、医療・介護・福祉などに関わる関係機関が相互に連携し、リハビリテー
ションケアの学術的発展と教育・普及を図り、県民の健康福祉に貢献することを目的に
設立され、その達成に向け開催される学術集会は、今回で第 28 回目の開催を迎えます。

今回のテーマは「あなたの未来を支え、つながる社会へ」といたしました。国におい
ては、2040 年を見据えた「新たな地域医療構想に関する取りまとめ」を公表しました。
これまでの「病床機能の再編・調整」が中心だった地域医療構想は、「地域全体で支え
あう仕組み」すなわち「地域完結型の医療体制」の構築へと大きく舵を切り始めていま
す。新たな地域医療構想の特徴は、従来の病床機能の分化と連携に加え、外来や在宅、
介護との連携が強化されます。85 歳以上の増加や人口減少が進む 2040 年とその先を見
据え、全ての地域・世代の患者が、適切に医療・介護を受けながら生活し、必要に応じ
て入院し、日常生活にもどることができるとともに、医療従事者も持続可能な働き方を
確保できる医療体制の構築を目指していくことになります。

地域の関係機関・多職種と連携しながら一歩ずつ取り組んでいくことが、持続可能な
体制づくりにつながることを期待しております。

今年度のシンポジウムは「医療・介護・福祉―地域につなげる多職種連携の推進―連
携における現状と課題」とし、シンポジストには在宅診療に携わる医師の立場から大須
賀幸子氏（いばらき診療所こづる院長）理学療法士上木祐介氏（らふえる訪問看護ス
テーション理学療法士）ソーシャルワーカー山口渉氏（茨城県ソーシャルワーカー協会
副会長）看護師伊藤章子氏（看護小規模多機能型居宅介護事業所・訪問看護ステーショ
ン絆管理者）にご登壇いただき、それぞれの立場から在宅医療、多職種連携について対
談いただきます。シンポジストからの活動、連携の状況をお聞きして、更に住み慣れた
地域で県民が安心して生活ができるよう多職種連携をとおして、支えられる仕組みづく
りにつながることを期待しております。

最後になりましたが、本学術集会開催にあたりまして、ご支援・ご協力をいただきま
した関係各位には心より感謝申し上げます。
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茨城県総合リハビリテーションケア学会誌　第 33 巻

1．参加資格
　　　市民公開とし、特に制限はございませんので皆様お誘い合わせの上ご参加ください。

2．学会参加受付
　　・事前受付　（※申し込み締め切り　1 月 29 日）
　　　第 28 回茨城県総合リハビリテーションケア学会学術集会の専用サイトからの申し込みです。
　　　※「Peatix」を本学会では利用しています。会員登録後、「チケット購入」にお進みください。
　　・当日受付
　　　会場収容数に満たない場合のみ受付します。会場へ直接お越しください。

3．大会参加費
　　・個人会員　　　 1,000 円
　　・団体会員　　　　　 3,000 円
　　・団体会員（発表者）　 3,500 円
　　・非会員　　　　　　 5,000 円　※会員以外の医療・福祉専門職
　　・学生　　　　 無料　※医療・福祉専門職養成校学生証等を当日受付で確認します。
　　・上記以外の一般の方　 無料　※但し、医療・介護・福祉関連の方は除く。
 ※医療・介護・福祉関連の方は個人会員・団体会員・非会員となります。
　　　※会員とは茨城県総合リハビリテーションケア学会会員をさします。

4．フロア図
　　・受付 1 階スペースに設置致します。
　　・第 1 会場（大研修室） 開・閉会式、シンポジウム、一般演題発表①
　　・第 2 会場（研修室 B） 一般演題②
　　・その他 トイレは 1 階、2 階、4 階にございますのでご利用ください。

参 加 者 の 皆 様 へ
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〒 310-0034　 茨城県水戸市緑町三丁目 5 番 35 号　茨城県保健衛生会館 

〇バスご利用の場合
－水戸駅より－
水戸駅北口バス 5 番乗り場から新原茨大、自由ヶ丘、赤塚駅方面行バスで約 20 分、東原 1 丁目で下車。
徒歩 3 分。
－赤塚駅より－
赤塚駅北口バス乗り場から水戸駅方面バスで約 20 分、東原１丁目で下車。徒歩 5 分。
※詳細や最新情報については茨城交通のホームページ等でご確認ください。
　　
〇お車ご利用の場合
水戸駅方面からは国道 50 号線のスポーツセンター入口交差点を左折、赤塚駅方面からは同交差点を右折
しすぐの薬局を右折。突き当たり左側のグレーとピンク色の 4 階建ての建物が茨城県保健衛生会館です。

※駐車場台数に限りがございますので、乗り合わせでの来場や公共交通機関の利用にご協力ください。
満車となった際は、係員の指示に従い駐車してください。

　

会 場 ア ク セ ス
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茨城県総合リハビリテーションケア学会誌　第 33 巻

口述発表の皆様へ

1．事前の事項・お願い
　　事前に参加登録をお願いいたします。

2．発表形式
　　・現地会場にて Microsoft Power Point2019 を用いた口述形式の発表です。

　　・発表データはウィルスチェック済の USB を持参いただき、当日受付で提出してください。

　　・ 各演題の発表時間は、1 演題につき 12 分（発表 7 分、質疑応答 5 分）、を予定しています。座長の

指示に従い、口頭による発表、発表者と参加者による自由討論を行います。

3．発表に際しての注意点
　　・利益相反（COI）について開示してください。

　　・データ提出はできる限り開会式前までにお願いします。

　　・ 発表者の方は必ずセッション開始の　5 分前　には発表会場へお越しいただき、スタッフの確認を

受けてください。

　　・現地会場にて Microsoft Power Point2019 を用いた口述形式の発表です。

　　・事前に進行についてお知らせいたします。セッション開始 10 分前までに発表会場へお越しください。

　　・発表 7 分・質疑 5 分です。

　　・発表者の演題名・発表者所属名・氏名のご紹介をお願いいたします。

　　・発表時間 6 分でベルを 1 回、7 分でベルを 2 回の合図を、スタッフが操作いたします。

座 長 の 皆 様 へ

　　　（公社）茨城県作業療法士会 ： 生涯教育基礎ポイント（SIG 認定の学会）

　　　ポイントの申請については、各会の規程に従って行ってください。

後援団体単位・ポイント認定について

　　　会場 車いす・ベビーカー対応可能

　　　要約筆記 開会式・シンポジウムのみあり

　　　トイレ 多目的トイレあり（1 階）・個室準備可能

　　　補助者の同行 可能

※障害等のある方で上記以外の配慮が必要な場合はご相談ください。

合理的配慮に関する情報
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プ ロ グ ラ ム

13：00 ～ 13：10

第１会場
開会式

13：10 ～ 14：40

第１会場

【シンポジウム】

「医療・介護・福祉－地域につなげる多職種連携の推進－連携における現状と課題」

　座長　

　　　中島　 貞子 氏 （茨城県看護協会 会長）

　シンポジスト

　　　大須賀 幸子 氏 （いばらき診療所こづる 院長）

　　　上木　 祐介 氏 （らふえる訪問看護ステーション 理学療法士）

　　　山口　 渉　 氏 （総合病院土浦協同病院 医療ソーシャルワーカー）

　　　伊藤　 章子 氏 （看護小規模多機能型居宅介護事業所・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訪問看護ステーション絆 管理者）

15：00 ～ 16：40

第１会場

第２会場

一般演題発表①②　

※コーヒーブレイクあり

16：50 ～ 17：00

第１会場
閉会式（表彰式）
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2－5

失語症者に対する社会参加へ向けた支援について考える

梶山　揚平（言語聴覚士）、加賀美　理帆（医師）、色川　友映（理学療法士）、所　聡美（言語聴覚士）、
平石　達也（言語聴覚士）、曽山　武司（言語聴覚士）、佐藤　華帆（言語聴覚士）
城南病院

Ⅰ .【はじめに】
回復期病棟退院後、外来リハビリへ移行した失語症者のうち、社会的孤立を感じたり社会参加が制限され
る場面に出くわす事は少なくはない。地域リハビリテーションを担う言語聴覚士として社会参加のきっか
け作りが提供できた事例を経験したためここに報告する。
Ⅱ .【症例紹介】
50 代　大手電機メーカー営業職（発症より 3 年 10 ヶ月後職場復帰見込み）
診断名：左脳梗塞　言語病理学的診断名：運動性失語、発語失行
発症より約 5 ヵ月後回復期リハビリテーション病院を退院し外来リハビリへ移行 
身体機能面：Br.stage：上肢Ⅵ手指Ⅵ下肢Ⅵ
神経心理学的所見：明らかに生活上支障となる高次脳機能障害の所見は無し。自動車運転可能。
言語病理学的所見：運動性失語、発語失行
理解面）音声文字ともに文章まで可能であり日常会話レベル。
表出面）音声では簡単な日常会話が可能であるが、喚語困難を突発的に認める事、発語失行の影響により
一部言い直しやプロソディー異常認める。書字は文レベル。
Ⅲ .【経過とアプローチ】
復職を目標に退院後 2 か月は外来週 2 回、それ以降は週 1 回言語聴覚療法を継続。職場復帰後は職場都合
に併せ当面介入予定。外来リハビリでは失語症の機能訓練と並行して、日常生活での家族とのやりとりに
ついてや社会復帰後の不安などを傾聴しアドバイスを行ってきた。職場には年度切り替えのタイミングで
復帰の意向を伝えるが、配置転換が難しいことや休職期間取得延長が可能であり、その間やり取りをする
相手は限局され、社会的孤立を感じる様子であった。本症例にとって社会交流の場が限定している中、退
院から約 1 年後茨城県言語聴覚士主催の失語症に関する県民公開講座が開催されるため家族との参加を提
案した。退院より約 1 年半後から月 1 回失語症友の会へ入会、約２年半後より失語症者意思支援事業の当
事者としての参加を果たす。
Ⅳ .【結果】
社会復帰後、失語症の影響で引きこもりがちであった症例に対し、公開講座の参加をきっかけに近隣の失
語症友の会へ入会、各種イベントにて講話を行うといった、社会参加及び本症例の心境の変化を追う経験
ができた。当日失語症友の会にて発表した内容を一部紹介する。
Ⅴ .【考察】
今回私は、失語症の程度は軽度である本症例でさえも、不安を抱えコミュニケーションをとる相手が家族
を中心とした特定の人のみに制限されていたことを知ることとなった。そんな中、言語聴覚士の役割とし
て担うべきこととして何が必要なのか考えさせられる良い機会となった。医療現場以外にも活用が出来る
資源の情報を豊かにし、当事者や御家族にその資源が提供できるような働きかけをすることで、社会的制
約を軽減する為の一助となるのではないだろうか。

キーワード：失語症、社会参加

－ 23 －

茨城県総合リハビリテーションケア学会誌　第 33 巻

大　会　長 中　島　貞　子 公益社団法人 茨城県看護協会

実行委員長 長　山　一　恵 公益社団法人 茨城県看護協会

実 行 委 員 諸　岡　信　裕 一般社団法人 茨城県医師会

 野　木　隆　久 公益社団法人 茨城県歯科医師会
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編　集　後　記

茨城県総合リハビリテーションケア学会誌第 33 回学術集会誌の編集にあたり、諸岡信裕理事長をはじ

め、茨城県総合リハビリテーションケア学会構成団体及び実行委員、事務局の皆様のご協力に感謝申し上

げます。

また、このたびはお手にとっていただき誠にありがとうございます。今回は、自由演題の他にシンポジ

ウムのテーマであります多職種連携についての演題も寄せられました。医療・介護・福祉の現場では超高

齢化社会や 2040 年を見据えた多くの問題を抱えています。医療の提供は在宅中心になること、今後は医

療と介護・福祉の連携強化が強く求められることなど身体機能や生活動作を支えるリハビリテーション・

ケアは医療と介護・福祉の中で極めて重要な役割を果たします。

本学会学術集会が、参加された皆様にとって有意義な情報交換の場となり、今後の活動の一助となれば

幸いです。ぜひとも、皆さまとお目にかかれること、実行委員会一同、心よりお待ちしております。

（実行委員長　長山　一恵）
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